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九州の旅 生徒の声 2026年3月4日~8日 高校2年進学コース・スポーツサイエンスコース

スポーツコース✪

修学旅行を通して普段なら関わりが無いであろう人たちとも関

わることができて嬉しかった。友達がたくさんできて、もっと修学旅

行に行っていたかった。人と関わることがそんなに上手ではないれ

けど、修学旅行で色んな人と話して、人とたくさん話したり笑い

合う体験ができて成長を感じた。

屋久島コース✪

歴史コース✪

宇宙サイエンスコース✪

九州地方への4泊5日の修学旅行を通して、多くの成長を感じる

ことができた。班別行動では時間を守ることや周りと協力して行

動することの大切さを学び、自分の意見も大切にすることも意識

するようになった。また歴史的な場所や自然に触れる中で、九州

の文化や人々の暮らしも理解を深めることができた。

Toyo Channel

奄美大島ではビーチやスキューバダイビ

ングを行って友達との仲も深めること

ができた。また自分中心ではなく周り

の人のことにも配慮して修学旅行を

楽しむ事ができた。とても有意義な修

学旅行にできた。とてもいい思い出で

した。

大
自
然
を
バ
ッ
ク
に

日本にはこんなにも

美しい景色が広がって

いることが分かってよかっ

た。特に奄美大島での

景色は自分が今まで

見てきた景色の中でも

一番キレイだったと思う。きれいな

海に入ってシュノーケル体験をしたり、

マングローブでのカヌー体験ができて

自然を実感できた修学旅行にす

ることができた。

熊本城や原城跡を訪れてその場所

で起きた出来事や歴史的な背景を

知ることができたし、平和講演では、

原爆によってどれほどの被害が出た

のか実際に聞けて、改めて今自分が

平和に生きていけることに感謝して

いこうと思った。

天
孫
降
臨
の
地
で

▲種子島宇宙センター

修学旅行では種子島と桜島に行って、その土地の歴史や名物

などをよく知ることができました。そこで昔何が行われたのかや、

何が開発されているのかをたくさん説明してもらい、理解を深め

ることができました。桜島の火山の噴火の仕組みについても知れ

て良かったです。   

班行動では意見が合わないことも

ありましたが、話し合って解決する

ことで、相手の考えを尊重する姿

勢や、自分から行動する力が成

長したと感じました。

経済国際コース✪ 修学旅行で長崎・大分・福岡を

訪れ、英語を使った活動や平和

学習を通して、自分から学ぼうとする姿勢が成長したと感じた。

ハウステンボスでは海外の雰囲気を体験し、英語を使う楽しさ

を知った。また長崎での平和学習を通

して、戦争の悲惨さや平和の大切さを

深く考えることができた。

ハウステンボスの環境に対する行動、オ

ランダを再現することに対する思い、仲

間と協力し乗り越えた倒産の危機、当

初は馬鹿げていると言われたハウステン

ボスプロジェクト。今のハウステンボスの

輝く町並みがある理由を知れました。

五島列島コース✪
まず、今までの人生でいっ

たことがなかったところばっ

かり行ったことが本当に楽

しくて今後も生きていく活

力になった。また、友達と

の絆も深まり行く前の期

待を遥かに超えた修学旅

行になったし、また福江島

に行きたいなとも思わせて

くれました。

▲それぞれ異なる民泊体験

普段体験できない様なことをたくさん経

験できてよかった。特に高千穂で初めて

ボートを漕いで難しかったけど良い経験になった。また平和学習で

は当時の悲惨さがどんなに酷かったかを実感できたと思う。普段

話さないような人とも交流するとができ、

充実した5日間だった。

▲有田焼をつくろう▲有田焼をつくろう

屋久島でトレッキングしたことによって、

身体的にも精神的にも成長できたと

思った。トレッキングでは、まず朝3時

ごろに起床し、4時頃に出発したため

かなり早い時間から歩き始めなけれ

ばならず、今までこれほど朝早くから

起きて活動することがなかったため、

良い経験になったと思った。また、トレッキングはかなり長くて危

険な道を通り、高い場所を通らなければならなかったのがとても

怖く、実際に転んでしまったりして危ないこともあったが、乗り越え

ることで、本当に成長できたと感じた。

▲トロッコ跡を歩いて

民泊の人や班の人とのコミュニケーショ

ンが取れたり、普段は関わることがな

い人と話す機会があり、色んな人と

関わる力や行動する上での仲間への

信頼する力が高める事ができて充実

した修学旅行を過ごすことができた。

全
体
の
感
想
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ベトナムの旅 生徒の声 2026年3月4日~8日 高校2年進学コース・スポーツサイエンスコース

経済・グローバルコース✪ 歴史・文化コース✪
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日
本
式
幼
稚
園
で

現地ダナン大学の学生とプレゼンの交流をしたりチャンフー通り

の観光で一緒に関わって異国の地の人と関わることの楽しさや

難しさを体験できました。難しい中でも自分の意見を伝えるため

にジェスチャーを使って頑張って伝えることが出来ました。

異国の地に行くのは小学生の家族

旅行以来だったので新鮮だった。日

本とは違うということが街の人や、街

並み、店員などでよく感じることがで

きて、楽しかった。未知のもの（主に

食べ物）などに思い切りよく挑戦で

きた。

修学旅行中のあまり1枚1枚時間をかけられない速写環境の中

でも光、構図、絞りなどを今まで以上に気にすることが出来たた

め、写真のレベルがまた一段と上がったと思います。初の大陸文

化に触れる機会で、今まで世界史の積み上げてきた知識からも

ベトナムの歴史について触れる事ができて、インプットにもなったし、

アウトプットにもなった。

異
国
情
緒
の
店
で
お
食
事

修学旅行を通して、自分で考えて行動する力が成長したと感

じた。限られた時間の中で班の仲間と協力し、計画を立て

て行動することで、責任感

や協調性も身についた。ま

た、普段行けない場所を訪

れることで視野が広がり、

新しいことに挑戦する大切

さも学ぶことができた。

事後指導

作
成
さ
れ
た
発
表
資
料

修学旅行は、旅行中だけが「学び」の場ではありません。

本校では、出発前の事前指導において、各コースの訪

問地に関する歴史・文化・社会的背景などを生徒自

身が主体的に調べ、学習への意欲と目的意識を高め

た上で旅に臨みました。

旅行後の事後指導では、現地での体験や新たな気づ

きをもとに、生徒一人ひとりがテーマを設定して発表資

料を作成しました。そして各コースの代表班が選出され、

6コース・計10組が講堂にて学年全体の前で発表を行

いました。発表後には教頭先生や学年主任の先生からの鋭い質問も飛びましたが、生徒たちは臆することなく自分の言葉でしっかりと答える

姿を見せてくれました。修学旅行での本物の体験と、丁寧に積み上げてきた事後学習への自信が、その堂々とした姿に表れていたのではな

いでしょうか。

単に「楽しかった」で終わらせず、体験を知識と結びつけ、大勢の前で発信する力を養う——そんな一連の取り組みが、確かな学びの定着と

大きな自信につながっています。

平和学習

▲長崎原爆資料館にて

▲ダナン外国語大学にて

修学旅行では、九州コースは長崎で、ベトナムコースは現地でそれぞれ異なる戦争の歴史に触れ、平和

の意味を深く考える機会となりました。

長崎では、語り部による平和講演を通じて、原爆がもたらした被害の実態を、教科書では伝わらないリ

アルな言葉で受け止めました。「改めて今自分が平和に生きていけることに感謝していこうと思った」という

生徒の言葉が、その体験の深さを物語っています。

ベトナムでは、ベトナム戦争の歴史と向き合いました。かつて激しい戦火に見舞われたこの地が、今では

活気ある街として人々の笑顔で溢れている——そのギャップの中にこそ、平和の尊さが刻まれています。

訪れた場所も学んだ歴史も異なりますが、生徒たちが共通して胸に刻んだのは「今ある平和は決して当

たり前ではない」という深い気づきです。この学びは、生徒たちの心に長く残り続けることでしょう。

▲歴史コースにて、原爆以外の戦争の爪痕
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